
市
長
の
後
援
会
会
報
へ
の
皇
族
写
真
掲
載
と

 

県
知
事
海
外
出
張
へ
の
同
行

深
谷　

成
信

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

市
長
の
後
援
会
の
会
報
に
、海
フ
ェ

ス
タ
に
臨
席
さ
れ
た
秋
篠
宮
ご
夫
妻
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
会
場
は
撮
影
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
長
と
い
う
立
場
を
利
用
し
て
写
真
を

入
手
し
、
皇
室
の
威
光
で
自
ら
を
威
厳

付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
皇
室
を
政
治
的

に
利
用
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　
　

市
民
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
提
供
で

き
る
写
真
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
反
省

す
べ
き
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
れ
ば
、
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た

部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 　
　

今
年
８
月
に
市
長
は
県
知
事
に
同

行
し
、
韓
国
と
中
国
を
訪
問
し
た
。
残

り
任
期
３
カ
月
の
市
長
が
、
財
政
不
足

で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
た
予
算
か

ら
絞
り
出
し
て
ま
で
同
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
は
何
か
。

　
　

今
回
の
海
外
出
張
は
、
県
か
ら
事

前
に
情
報
を
頂
き
、
本
市
の
拠
点
化
、

活
性
化
に
と
っ
て
重
要
な
機
会
と
判
断

し
同
行
し
た
。

小
学
校
の
通
学
路
の
安
全
確
保
と

　

市
郊
外
に
お
け
る
公
共
交
通
の
再
構
築

平
松　

洋
一

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

児
童
の
登
下
校
時
の
通
学
路
の
安

全
確
保
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め

犯
罪
対
策
と
し
て
、
地
域
の
大
人
の
随

行
に
よ
る
集
団
登
下
校
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
通
学
路
に

お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
危
険
物
の

撤
去
の
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

随
行
者
が
付
く
こ
と
は
現
状
で
は

難
し
い
が
、
地
域
と
連
携
し
安
全
な
登

下
校
に
努
め
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

危
険
箇
所
は
、
10
月
上
旬
に
は
全
学
校

で
合
同
総
点
検
を
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

（
教
育
長
）

 　
　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
構
想
で
は
余
剰
と
な
る
市

中
心
部
の
バ
ス
を
郊
外
へ
回
し
便
利
に

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
実
現
し
て
い
な

い
。
特
に
北
区
、
南
区
、
西
蒲
区
に
つ

い
て
は
、
新
潟
交
通
が
採
算
性
を
理
由

に
路
線
廃
止
す
る
な
ら
ば
、
他
の
バ
ス

事
業
者
に
運
行
を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
域
や
交
通
事
業
者
と
共
に
、
地

域
間
連
携
型
の
都
市
を
目
指
し
、
交
通

戦
略
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
ま
ち
な
か
と

地
域
の
交
通
施
策
を
一
体
的
に
進
め
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
と

 

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

出
産
後
の
乳
房
ケ
ア
や
沐も

く

浴よ
く

の
支

援
を
行
う
産
後
ケ
ア
事
業
は
宿
泊
型
の

み
を
助
成
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
低

額
で
利
用
で
き
る
訪
問
型
や
通
所
型
を

加
え
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

支
援
事
業
に
拡
充
す
べ
き
で
は
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
も
訪
問
型
を

希
望
す
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
必
要

な
方
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
に
な

る
よ
う
制
度
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

高
齢
期
に
な
る
と
低
栄
養
や
筋
肉

量
低
下
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
状
態
か
ら
要

介
護
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

次
期
健
康
づ
く
り
推
進
基
本
計
画
に
フ

レ
イ
ル
対
策
を
盛
り
込
む
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
期
の
健
康
寿
命

延
伸
に
は
メ
タ
ボ
か
ら
フ
レ
イ
ル
の
予

防
に
力
点
を
移
し
た
啓
発
が
必
要
で
は
。

　
　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
お
い
て
、

壮
年
期
に
お
け
る
肥
満
対
策
に
重
点
を

置
い
た
生
活
習
慣
病
対
策
に
加
え
、
フ

レ
イ
ル
に
着
目
し
た
対
策
を
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

●フレイル
　加齢とともに心身の活力（運
動機能、認知機能、社会とのつ
ながりなど）が低下した状態。
健康な状態からフレイルの状態
を経て要介護状態へ進むと考え
られている。「虚弱」を意味す
る英語「frailty」を語源として
作られた言葉。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
と

 

子
ど
も
へ
の
性
暴
力
防
止

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

本
市
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
は
こ
の
２

年
間
で
大
き
く
前
進
し
た
が
、
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
な
い
た
め

困
難
を
抱
え
て
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々

が
い
る
。
現
在
９
自
治
体
で
制
度
を
導

入
し
て
お
り
、
本
市
で
も
早
急
に
導
入

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●同性パートナーシップ制度
　一方または双方がＬＧＢＴな
どの性的マイノリティーの二者
間において、一定の要件を満た
した場合に、２人が互いを人生
のパートナーとし、日常生活に
おいて相互に協力し合うことを
約束した関係であることを証明
する制度。

　
　

人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を

行
い
、
東
京
２
０
２
０
大
会
ま
で
に
は
、

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
理
解
が
市
民
に

浸
透
す
る
よ
う
具
体
的
に
進
め
て
い
く
。

 　
　

西
区
の
事
件
以
来
、
不
審
者
対
策

に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
一

方
で
、
警
視
庁
の
統
計
に
よ
る
と
身
近

な
人
に
よ
る
性
暴
力
は
か
な
り
の
頻
度

で
起
き
て
お
り
、
被
害
者
の
９
割
は
女

子
で
あ
る
。
そ
の
認
識
を
持
ち
対
応
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

人
権
教
育
や
性
教
育
を
通
じ
て
、

性
暴
力
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
対

応
ス
キ
ル
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
よ
う

学
校
に
働
き
掛
け
て
い
く
。（
教
育
長
）

み
な
と
ま
ち
新
潟
と

 

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

内
山　

航

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

新
潟
港
開
港
１
５
０
周
年
に
当
た

り
、
２
０
１
８
年
度
は
海
フ
ェ
ス
タ
や

水
と
土
の
芸
術
祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
。
２
０
１
９
年
度

は
今
の
と
こ
ろ
、
式
典
な
ど
の
限
ら
れ

た
イ
ベ
ン
ト
だ
け
が
決
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

海フェスタにいがたのイベントの一環で行わ
れた帆船「海王丸」の一般公開

　
　

民
間
発
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
引

き
起
こ
す
と
と
も
に
、
Ｇ
20
新
潟
農
業

大
臣
会
合
を
ア
ピ
ー
ル
の
節
目
と
し
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
県
な
ど
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

 　
　

２
０
１
８
年
は
猛
暑
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
小
・
中
学
生
16
人
が
熱
中
症

の
疑
い
で
緊
急
搬
送
さ
れ
た
。
政
府
も

エ
ア
コ
ン
設
置
に
前
向
き
で
あ
る
が
、

本
市
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
う
。 

　
　

室
温
や
児
童
の
体
力
、
立
地
条
件

な
ど
の
観
点
に
加
え
、
費
用
や
効
率
性

な
ど
も
配
慮
し
な
が
ら
、
今
年
中
に
整

備
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
長
）

大
阪
府
箕
面
市
に
お
け
る

　

子
育
て
支
援
と
政
策
へ
の
取
り
組
み

山
田　

洋
子

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

箕
面
市
で
は
「
子
育
て
し
や
す
さ

日
本
一
」
を
政
策
の
柱
に
子
ど
も
に
関

す
る
こ
と
を
全
て
教
育
委
員
会
が
担
い
、

子
ど
も
成
長
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

●子ども成長見守りシステム（箕面市）
　箕面市では、学校内や行政のさ
まざまな部署で把握している子ど
もの情報をシステムで集積し、環
境要因や学力、生活習慣などの
データを分析することにより、支
援の必要な子どもを早期に見つけ
出し、必要な支援を関係機関と連
携して行っている。

　
　

平
成
27
年
度
の
15
歳
未
満
の
人
口

が
７
年
前
か
ら
約
14
％
増
加
し
て
い
る
。

特
色
あ
る
教
育
や
子
育
て
支
援
策
の
充

実
へ
の
期
待
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
る
。

（
教
育
長
）

 　
　

箕
面
市
の
子
育
て
施
策
の
多
く
は

本
市
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
課
題

の
視
点
の
違
い
な
ど
で
成
果
が
違
う
。

箕
面
市
に
人
が
集
ま
る
理
由
は
、
市
民

が
施
策
の
効
果
な
ど
を
実
感
す
る
こ
と

に
よ
り
市
へ
の
求
心
力
が
働
く
た
め
で
、

本
市
の
政
策
の
取
り
組
み
を
箕
面
市
の

よ
う
に
変
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　

施
策
な
ど
の
効
果
を
デ
ー
タ
に
基

づ
き
分
析
し
、
政
策
と
効
果
を
結
び
付

け
効
果
の
検
証
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
を
庁
内
に

周
知
し
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

除
雪
計
画
路
線
と

　

自
治
会
除
雪
助
成
制
度
の
見
直
し

皆
川　

英
二

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

積
雪
時
に
住
民
の
安
全
を
確
保
し
、

日
常
生
活
に
支
障
を
来
さ
な
い
た
め
に

も
、
車
両
の
通
行
を
確
保
す
べ
き
道
路

に
つ
い
て
は
幅
員
５
メ
ー
ト
ル
以
下
で

あ
っ
て
も
除
雪
計
画
路
線
と
し
て
対
応

す
る
よ
う
質
問
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

地
域
の
皆
さ
ま
や
担
当
す
る
除
雪

協
力
業
者
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

幅
員
が
狭
い
市
道
の
取
り
扱
い
も
含
め

た
新
た
な
除
雪
計
画
を
取
り
ま
と
め
て

い
き
た
い
。

 　
　

平
成
30
年
２
月
定
例
会
で
自
治
会

除
雪
の
仮
払
い
費
用
の
た
め
の
準
備
金

の
工
面
が
非
常
に
難
し
く
、
除
雪
を
依

頼
で
き
な
い
現
状
の
訴
え
が
あ
る
と
質

問
し
、
自
治
会
に
負
担
の
掛
か
ら
な
い

方
策
を
考
え
た
い
と
返
答
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

●自治会除雪の助成制度
　除雪計画路線以外の市
道、農道、私道の除雪・排
雪作業を、自治会・町内会
が業者に委託して実施した
場合、経費の一部を助成す
る制度。排雪作業および市
道部の除雪作業は、市の基
準額の範囲内で全額助成。

　
　

今
冬
か
ら
自
治
会
が
除
雪
協
力
業

者
へ
の
支
払
い
前
に
、
市
か
ら
助
成
金

を
受
け
取
れ
る
よ
う
自
治
会
除
雪
助
成

制
度
の
改
正
を
進
め
る
。

 

（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）
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